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研究成果の概要（和文）：本研究の主たる目的は，自己愛と抑うつという心理的障害において，自己についての記憶，
すなわち自伝的記憶がどのように働いているのか，もしくは働いていないのか，その機能を明らかにすることであった
。結果から，抑うつと評価過敏性の自己愛においては，共に自己の連続性や一貫性を維持するために自伝的記憶が用い
られやすいという類似した特徴が認められるが，誇大性自己愛ではこの特徴は認められないことが明らかとなった。さ
らに，想起の視点の検討から，自己愛的脆弱性が高い場合，自己愛を傷つけるような記憶は距離をとる形で想起される
ことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The present study examined how autobiographical memory served three functions in 
narcissism and depression. Results suggest that depressed or hypersensitivity narcissistic individuals 
tend to remember autobiographical memories so as to maintain continuity or consistency of self, while 
oblivious narcissists do not. This study also indicates that highly narcissistic vulnerable individuals 
remember an ashamed episode adopting a distanced stance not to injure their narcissism.

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

心理臨床場面においてクライエントは，広
い意味で｢自己｣を語っていると考えられる。
そしてクライエントの自己についての語り
の多くは，自己について想起された記憶を基
盤にしている(野村, 2008)。この自己につい
ての記憶は自伝的記憶と呼ばれるが，このよ
うに自伝的記憶は心理臨床に非常に密接な
関連があるものであり，臨床的な関心から研
究が行われることもこれまで多くみられて
いる。中でも抑うつにおける自伝的記憶に関
する研究は非常に数多く，主にその想起内容
に 関 す る 特 徴 が 示 さ れ て き た (e.g., 
Williams, Barnhofer, Crane, Herman, Raes, 
Watkins, & Dalgleish, 2007)。 

近年の自伝的記憶研究においては，想起内
容はもとより，その機能も注目されてきてい
る。機能について Bluck(2003)は，方向づけ
機能，自己機能，社会的機能の 3つに大きく
まとめており，これら 3つが複合的に機能し
て我々の人生・生活を形づくっていると考え
られる。これら機能はそれぞれ，心理療法で
自己を想起することの機能と重なるところ
が大きいとの指摘もあり(野村, 2008)，逆に
いえば，心理的障害にはこれらの機能不全が
関連しているということが予想される。たと
えば Tagami(2008)では，抑うつにおいては方
向づけ機能のひとつであるアンカー機能が
十分に働いていないことが示唆されている
が，心理的障害と自伝的記憶の機能との関連
に関しては明らかになっていない面も多く，
知見を重ね，多面的に検討することが必要で
あると考えられる。 

昨今，注目を集めている臨床的な問題のひ
とつに自己愛があり，心理学的研究テーマと
しての重要性が高まっているとの指摘もあ
る(川崎・小玉, 2010)。自己愛に関する心理
学的な実証研究は，対人恐怖との関連や攻撃
性との関連など数多く行われており，抑うつ
との関連性や，最近では自己愛型抑うつに関
する研究もみられるようになってきている。
臨床的にも，たとえば抑うつ症状を訴え面接
室に訪れるクライエントの中には，自己愛的
なパーソナリティが背景にある場合も少な
くないように感じられる。 

臨床的にはまた，自己愛傾向を有する者に
おける記憶の歪みはよく認められる現象で
あると考えられる。しかしながら，自己愛と
記憶に関する実証研究は未だ数少ないとい
う指摘もあり(e.g., Rhodewalt & Eddings, 
2002)，その様相も明らかではないと考えら
れる。自己愛は自己の病理であるといわれる
が，自己についての記憶であり，かつ心理臨
床場面での語りに深く関わる自伝的記憶か
らその病理を捉える試みは，自己愛について
のよりよい理解や援助を行う上で必要であ
り，意義あることと考えられる。中でも自伝
的記憶の機能，特に自己機能に着目したメカ
ニズム検討は，有益な示唆を与えるものとな
ろう。 

本研究では，抑うつにおける自伝的記憶の
機能に関する研究をさらに発展させるとと
もに，自己愛傾向との類似性や相違について
明確にし，さらには自己愛の病理を自伝的記
憶の機能不全という点から明らかにしたい
と考える。 
 
２．研究の目的 

(1) 自己愛傾向及び抑うつにおける 3つの自
伝的記憶の機能について，それぞれの特
徴並びに両者の類似性や相違を，質問紙
調査によって明らかにする。 

 
(2) 自己愛傾向に焦点を当て，自伝的記憶の

歪みを同定するとともに，自伝的記憶の
自己機能不全との関連性・メカニズムに
ついて検討する。自己機能に関しては，
主観的時間的距離感と想起の視点に着
目することとする。 

 

(3) 面接における自伝的記憶の語られ方の
特徴，語りにみられる自伝的記憶の機能，
自己愛傾向や抑うつの高低による相違
に着目して質的・力動的に様相を捉える。 

 
以上の 3 点が，当初の研究目的である。 

自伝的記憶の機能については，臨床心理学
的立場からの研究はまだ始まったばかりで
あると考えられ，抑うつや自己愛との関連に
ついてはほとんど研究が行われていない。こ
れらの研究目的を明らかにすることで，臨床
認知心理学の分野に新たな知見を提供する
ことが可能であると考えられる。 
 
３．研究の方法 

(1) 抑うつと自己愛傾向における自伝的記
憶の機能に関する研究 

【対象】大学生 279名。 
【手続き】質問紙調査を行った。質問紙の構
成は，a.自伝的記憶の想起，b.自伝的記憶の
機能の測定，c.抑うつの測定，d.自己愛傾向
の測定であった。a.では，最も印象に残った
エピソードを記述してもらい，望ましさ(7件
法)と想起の視点を尋ねた。b.では，Bluck, 
Alea, Habermas, & Rubin(2005)による TALE 
(Thinking About Life Experiences)を日本
語訳した 28 項目を用い，6件法で尋ねた。加
えて，Bluck et al.(2005)にならい，人生を
振り返る頻度と人生の出来事を他者に話す
頻度の 2 項目について 6件法で尋ねた。c.で
はベック抑うつ質問票(BDI-Ⅱ; Beck et al. 
小嶋・古川 2003)，d.では中山･中谷(2006)
による尺度を用いた。 
 
(2) 自己愛傾向の違いと自伝的記憶の機能

に関する研究 
【対象と手続き】大学生 279 名を対象とした
(1)の質問紙調査研究について，自己愛傾向
の 2つのタイプの違いに焦点を当て，分析を
行った。 



(3) 抑うつ及び自己愛傾向と自伝的記憶の
想起の視点との関連に関する研究 

【対象】大学生 119名。 
【手続き】質問紙調査を行った。調査内容は，
印象に残っている個人的出来事の想起とそ
の出来事を経験した年齢，望ましさ(7件法)，
想起の視点，BDI-Ⅱによる抑うつ測定，及び
中山・中谷(2006)の尺度を用いた自己愛の測
定であった。 
 
(4) 自己愛傾向及び抑うつにおける自己の

変容と自伝的記憶の機能に関する研究 
【対象】大学生 110名。 
【手続き】質問紙調査を行った。質問紙は，
a.自伝的記憶課題，b.気分の測定，c.抑うつ
の測定，d.自己愛傾向の測定から構成された。 

a.自伝的記憶課題では，ⅰ)最も印象に残
っているエピソードの記述とその経験年齢
及び望ましさ(7 件法)，ⅱ)最早期記憶年齢，
ⅲ)自己概念の変容時期(昔の自分と今の自
分の境界)，ⅳ)“昔の自分”で印象的なエピ
ソードの望ましさ(7件法)と想起の視点，ⅴ)
“今の自分”で印象的なエピソードの望まし
さと想起の視点について尋ねた。b.気分の評
定では DAMS(福井, 1997)を，c.抑うつの測定
では BDI-Ⅱ，d.自己愛傾向の測定では中山･
中谷(2006)の尺度を用いた。 
 
(5) 自己愛的脆弱性と自伝的記憶の自己機

能不全について―想起の視点と主観的
時間的距離感に着目して― 

【対象】株式会社クロス･マーケティングの
リサーチ専門データベースにモニターとし
て登録している一般成人 400 名(男性 208名，
女性 192 名)。 
【手続き】Web 上での調査を，株式会社クロ
ス･マーケティングに委託し，実施した。 

質問紙の内容は，a.属性(性別，年齢)，b.
誇らしかった出来事の想起，c.恥ずかしかっ
た出来事の想起，d.自己愛的脆弱性尺度短縮
版(上地･宮下, 2009)から構成された。b.と
c.に関しては出来事の記述は求めず，以下の
項目についてそれぞれ尋ねた。ⅰ)主観的時
間的距離感(10 件法)，ⅱ)想起の視点，ⅲ)
自己所属感(7件法)，ⅳ)鮮明度(7件法)，ⅴ)
実際の体験時期(年月)。 
 
(6) 面接における自伝的記憶の語りと抑う

つ及び自己愛傾向との関連について 
当初は面接調査を実施する予定であった

が，実施困難な状況となったため，以下の 2
つの研究を実施することとした。 
① 抑うつにおける自伝的記憶の語りと再

構成に関する研究 
【対象と手続き】面接調査によって抑うつと
自伝的記憶の語りを検討した田上(2010)と，
Tagami(2008)で大学生 123名を対象に実施し
た調査において，それぞれ求めた人生曲線
(横軸を時間とし，縦軸を望ましさとした用
紙に人生を 1 本の線で表わしてもらう)の記

述について分析を行った。加えて，自伝的記
憶の語りと自伝的記憶の意味づけとの関連
についての検討を計画した。 
② 自己愛における自伝的記憶の語りに関

する研究 
【対象と手続き】自己愛を対象とした面接を
報告している事例研究において，どのような
語りがみられるか，質的・力動的に明らかに
するために，文献検討を行うことを計画した。 
 
４．研究成果 
(1) 抑うつと自己愛傾向における自伝的記

憶の機能に関する研究 
TALE については探索的因子分析(最尤法，

プロマックス回転)によって見出された 4 因
子(方向づけ機能，自己機能，社会的機能(関
係性構築)，社会的機能(助言))を分析に用い
ることとした。 

抑うつとの関連については，自己機能因子
との間で正の相関が統計的に有意であった
(r=.16, p<.05)。 

中山･中谷(2006)の自己愛の尺度は評価過
敏性と誇大性の 2つの下位尺度から構成され
るが，評価過敏性に関しては，方向づけ機能，
自己機能と正の有意な相関が(r=.20, p<.01，
r=.18, p<.01)，誇大性に関しては，方向づ
け機能とのみ正の有意な相関が (r=.21, 
p<.01)それぞれ認められた。 

以上より，抑うつと評価過敏性自己愛につ
いては自己機能と関連がみられ，抑うつや評
価過敏的な自己愛が高いと，自己の連続性や
一貫性を確認するために自伝的記憶が用い
られやすいことが示唆される。一方誇大性自
己愛は自己機能とは関係がみられず，自身の
行動を方向づけるために自伝的記憶が用い
られやすいことが示された。これらより，自
伝的記憶の機能に関しては，抑うつと評価過
敏性自己愛には共通性がみられるが，誇大性
自己愛とは相違があることがうかがわれる。 
 
(2) 自己愛傾向の違いと自伝的記憶の機能

に関する研究 
はじめに TALE について，因子構造の妥当

性を検討するために確認的因子分析を行っ
たところ，4 因子構造の適合度が最も高く
(GFI=.94, AGFI=.91, RMSEA=.03)，本研究で
は 4因子構造で分析を行うこととした。 

次に中山･中谷(2006)に基づき，対象者を
誇大型自己愛群と過敏型自己愛群に分類し，
自伝的記憶に関して比較を行った。TALE に関
しては表 1に示したように，自己機能得点で
過敏型が高い傾向が示された。 

以上より，自己愛傾向のタイプの違いによ
っても，自伝的記憶の自己機能に違いがみら
れることが示唆される。 
 
(3) 抑うつ及び自己愛傾向と自伝的記憶の

想起の視点との関連に関する研究 
抑うつと想起の視点との関連に関しては，

軽症の抑うつでは観察者視点が多くとられ 



表 1 自己愛の 2 タイプ間の 
自伝的記憶の機能の違い 

 TALE 

方向 自己 関係 助言 

過敏型 
[n=33] 

27.94 
(7.33) 

13.15 
(3.29) 

20.67 
(5.02) 

8.70 
(2.96) 

誇大型 
[n=35] 

26.03 
(7.31) 

11.66 
(3.41) 

21.34 
(4.12) 

9.17 
(2.44) 

t 値 1.08 1.84† 0.61 0.72 
†p<.10 
注）数値は平均値，( )内は標準偏差 
 
るが，重症になると視野視点がとられる傾向
が示された(χ2(3)=6.40, p<.10)。一方，自
己愛傾向と想起の視点との間には有意な関
連は認められなかった(χ2(3)=1.76, ns)。先
行研究からは，観察者視点での想起は低い自
己評価と関連していることが指摘されてい
るが(e.g., Kuyken & Moulds, 2009)，本研
究の自己愛傾向の分析からは支持されず，自
己愛の測定や検討の仕方について等，見直す
必要性が考えられる。 
 
(4) 自己愛傾向及び抑うつにおける自己の

変容と自伝的記憶の機能に関する研究 
① 抑うつに関して 

抑うつの高さは，“昔の自分”で印象的な
エピソードの望ましさとは関連がみられな
いが(r=-.11, ns)，“今の自分”で印象的な
エピソードの望ましさとは負の有意な相関
が認められ(r=-.25, p<.05)，さらに抑うつ
が高くなると，昔と今を分ける境界が現在か
らより遠くなることが示された (r=-.21, 
p<.05)。 
② 自己愛傾向に関して 

対象者を自己愛に関する尺度得点に基づ
き，混合型，過敏型，誇大型，低自己愛群の
4 群に分類した。 

最も印象に残ったエピソードの内容を分
類したところ，混合型では“部活動”に関す
る内容が著しく多く，望ましいものが多かっ
た。一方，過敏型においては“受験”が最も
多く想起されていた。 

“昔の自分”と“今の自分”に印象的なエ
ピソードの望ましさについては，抑うつと同
様，“昔の自分”では差が認められなかった
が，“今の自分”については，過敏型に比べ，
混合型，誇大型のエピソードの望ましさが高
い傾向が示された(F(3,89)=2.62, p<.10)。 

想起の視点に関して，エピソードの望まし
さを変数に加え，自己愛傾向との関連を検討
したところ，過敏型自己愛において昔のネガ
ティブなエピソードを想起する場合に一人
称的視点を多くとる傾向が示された(χ2(3)= 
6.28, p<.10; 図 1 参照)。 
 
(5) 自己愛傾向における自伝的記憶の自己

機能不全について―想起の視点と主観
的時間的距離感に着目して― 

① 想起の視点について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 昔のエピソード想起における視点 
 

自己愛的脆弱性尺度は 4下位尺度から構成
されているが，全ての下位尺度において，そ
れぞれの平均値+1SD より高得点であった者
を自己愛的脆弱性高群(n=15)，それぞれの平
均値 -1SD より低得点であった者を低群
(n=12)とした。誇らしかった出来事の想起に
おいては，視点と自己愛的脆弱性の高低に関
連は認められなかったが(χ2(1)=2.70, ns)，
恥ずかしかった出来事の想起においては，自
己愛的脆弱性が高い場合に観察者的視点が
多くとられる傾向が示された(χ2(1)=3.31, 
p<.10)。このことから，著しく自己愛的脆弱
性が高い者は，自身にとって脅威となり得る
ような記憶(たとえば自己愛を傷つけ得る
“恥ずかしい”記憶)は，ネガティブな感情
を抑制し，距離をとる形で想起されるのでは
ないかということが示唆される。この結果に
ついては，日本心理学会第 79 回大会で発表
の予定である。 
② 主観的時間的距離感について 

現在分析を行っているところである。出来
事の所属感や鮮明度，発達の違いなども考慮
にいれ，分析を進め，早い段階で発表を行う
予定である。 
 
(6) 面接における自伝的記憶の語りと抑う

つ及び自己愛傾向との関連について 
① 抑うつにおける自伝的記憶の語りと再

構成に関する研究 
質問紙調査による大学生 123名の人生曲線

と抑うつとの関連について検討した結果，抑
うつの重篤度で違いがみられたのは，現在及
び将来をどのような望ましさで位置づける
かという点と，将来を何歳まで描くかという
点であった。すなわち，抑うつが重篤になる
と，現在や将来を望ましくない側に位置づけ
て描き，軽度の抑うつに比べると先の年齢ま
で描かないことが示された。また曲線の形状
に関しては，過去から現在までを山型(逆 U
字型)で描く者の抑うつ得点が高いことが示
された。 

今後は，人生曲線を用いて検討を行った自
伝的記憶の語りのデータ(田上, 2010)と照ら
し合わせて，抑うつと自伝的記憶の語りと再
構成について分析を進める。加えて，
Tagami(2008)の調査で測定した自伝的記憶
の機能と人生曲線との関連についても分析
を行っていく予定である。これらを通して，



抑うつにおいて自伝的記憶がどのように機
能しているのか，質的･力動的に明らかにし
ていきたい。 
② 自己愛における自伝的記憶の語りに関

する研究 
現在，事例研究を中心に文献を収集し，整

理しているところである。自伝的記憶の 3 つ
の機能に着目し，語りの表現や内容について，
臨床的な特徴を捉えていく予定である。 
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